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研究概要
申請者は全国各地の訪問上の危険性を解明するために膨大な位置情報付きツイートから旅行者の発信した旅先での

「失敗談」を自動抽出する失敗談抽出器を開発・応用した経験（倉田・吉田 2021）があり、この経験をふまえ、今

回は「不満談」の抽出器を開発し、本研究では「わざわざ位置情報を付けてつぶやかれている不満談ツイートは行政

の対応すべき地域課題を指摘しているツイートである」という仮説のもと、コンピュータに膨大な不満談文例を機械学

習させ、不満談を見分けられるように育成し、申請者が収集してきた全国二千万件の膨大な位置情報付きツイートに

対し適用し、街中でわざわざ位置情報を付けて不満が述べられているツイートを大量に抽出し、それらの位置情報付き

不満談ツイートがまちづくりや行政施策に応用できないかを検証するのが本研究の趣旨である。
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